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　鍾 脚 lr粥 ob幡 屬は イ シ ム カ デ族 Lithobiomorpha の 1 屬で ，全 世界で 2り 種ほ ど記 逑せ ら

れ た もの が あ りr 皆舊 北區 の 産で ，遠 くは歐 州 よ り近 くは Behring や支 那 に も産 し，日本産

の もの と して は 3 種が記逑 せ られ て をる。本屬 の 特徴 と して 特に重要 なこ とは，近似の 他 の 屬
で は 第 14 及第 ユ5 の 歩肢 の み な らす，そ の 他 の 歩肢 喞 ち第 1一第 13 歩脚 も總 て そ の 附．

節が

明瞭 に ．或は 徴か に 2 分 され て をるが （Fig．10），本屬の動物は それ らの 歩肢 〔第 1．4 及第 15 の

他）の 鮒節が 2 分 せ られす tc唯 1節か ら成つ て をる こ とで あ る。
幹

本 屬は こ の 形質の 他に尚
一

般

に 次 に 示 す形 質を有 つ て を る。頭 は略 々 丸 く，眼は數個 あるが 徃 々 無眼 の もの もあ り．觸角は　　　　　　　　　　　　　　　’
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18− 31 個の 小蔀か ら成 り，顎肢基篩前縁 に 列す る小齒は 左右各 々 2 〔即ち 2十 2；で （F孟g．7〕，
第 1 歩肢節に 氣門を欲 き，總 て の 背板 に は後方へ 突出す る齒歌物が な く．櫞 第 14 と第 15 と

の 歩肢に は．群集する小腺孔 を存 し，第 12 乃至 第 15 歩肢 の 基節 に 閉 く腺孔 は 1 列をな し （取 ．
】1），d の 生 殖肢は 1 又は 2 節か ら成 り て 短 い 。

　日本産 の 既知 の 種は ，ω 」工 撤 ・隔 ・・闘 ERII ．、働 」／，　t，’icrt，leferf“tws　1）fechy ．tsikeie，g　A
’
i
’
v．．　 c・1）

鉱 例 啣 ・・ 1・θ燃 P … の 3 種で あ るが ．第 3 の 」Le ．　 h．1ま 9 の 生殖肢の 爪 は 3 尖 織 支

｛第 15 歩肢1 の 爪 に副爪 を缺 くもの で ，斯 の 如 き動物は 予は未だ こ れ を捕 へ ぬ に よ り蚊 に こ れ

を省 い て 置 く。然 るに 本年 ｛193S ）夏季信三 尾 の 地方を族行 し，渥美牛島田原 町 よ iJ約 1 里 の

海岸に 於て 澤山の フ タ マ ドヂ ム カ デ 1キach
／uinc

−
）
・iu？Jb　fer，’Usli・・”T・r，ltt・i，） C，　L．　K 〔〕［

・H を嫌集せ る際

はか らす も 6−7mm 位の
一

見特異の 體色をな せ る イ シ ム カ デ 族 を見 つ tr．附 近の學 童 の 功

け を得 て
’
【
’
數個 を捕へ 更 に 次 の 日濱名湖北 岸 の 海 ・k浴地1畝 米 の 海岸に 於 て 同 じもの を又

學
．
齣 助 け に よ つ て

．
臘 慨 得た 濁 來調査 する に 果然 」囑 の 1種で 正 に新種と して 發表

す べ き もの で あ つ た。本種は右地 で は個體數が必 す しも少 くな く．分布 も禽廣 くは あ る まい

か と想ふ。茲に先づ薪種次で 己知種 を記蓮紹介す る。

備 考 1 ： 体前 部の 歩 肢 の 附 節 が 粉 せ ら t・ ぬ 屬 は 本 屬 の 他に o廟 唄 1ヒ料 鞠 、蜘 〔北 米 〕，
1
’
amutit 」tas　（Java・e ・yb1 ・）の 3 屬 で ・剛 碼 我聞 に 1ま産せ ぬ．∬ 屬 を新 設 し た の は 脚 5　V 。 RH 。。 FF で あ

る が・そ の 後 R ・X’・　 CH −・MBERL ・N も い A ・夊「1く謝 節が L・ hKす る と い ふ ・こ も 明 瞼 2節 と ta　o そ 。 燗 、、建
勳 が 論 偈 も の か ら， a・だ 蜘 〜

不 明 瞭 1・relこ 2 紛 た 才・ る もの に 至 る ま で 種 劬 黻 莇 る。 そ 轍 に

本屬 と P 叨 ウ溢 と の 閥の 區 澗 は 實に 間
一

髪 と言 は ね ば な らぬ 。予 は 茲 に は 繦 對 に 分 れ て を らず ，．SC　cr丿形 跡

もな い もの だ け を本屬 と し て 羯 げ て 置 くc

　
eeve

備 考　2 ： 他 の 屬例 へ ば イ ッ ス ン ム カ デ艦 〔本矚は 大 阪 帝大 吉 lll｛k授 の 遐 暦記 念 の 大 阪博物學會 誌 及

近 目發 刊 の 臺 灣博物 學會 誌 に 竭 ぐ） で i磯 つ か の 背板 の 醸 隅 r・ 大 な る三 角形 の 突 起 が あ る ．v 。 。 1。 ，。 。。

は 斯 く の 如 き突 起 鮪 た ぬ も の 1ま 有つ て Z
’
6 もの よ り も よ り多 く原 始的 と 見 る べ き で あ る と 言 つ て を る e

　　　　　　　Monotarsobius　PUr ρureus 　11．
叩

． タ ハ ラ ヒ ト フ シ ム カ デ 噺 稱〕

體長 9 ・ ・lu ，體色は特異で 溌 髄の 地 色は黄褐色で あ るf・・：．體の 前後兩端が 陪 紫色 を呈す る。

省 少 し詳 し く言 へ ば ， 多 くの 個醴に於 て，頭鞘と，それ よ り第 壬 歩肢節に 至 る背板 と，それ ら

に 屡す る歩肢の 各小節 （鮒 節 を除 く）と ，觸角 の 基部約 塾と，第 14 蔀 と第 15 と の 背板 と 歩肢

．　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　 鮒 節を除 く1及び そ の 胸板 も大 體皆暗紫色

・Fig．1

を呈 して を る。然 し前方歩肢箚 に 於 て は 第

1−3 節に 限 り暗紫色 を．呈 し．或ば共 の 内第

1 節 の み が 地 色

を呈 す る もの 等

が あ る。頭鞘 ば

横徑 よ り 少 し く

大で
， 縁取 りは 完全，後縁 よ り前方に 向つ て 走 る短 い 縱 の 2 凹溝が

劃せ られ て をる 〔Fig．2〕。觸角は 多 く左右小節 の 數 を異 に し，19＋

．
20，14十 18

，
IS十 19，20十 20，ユ8十 17，18十 20 等が あ り，全體 の 長

さ は 中等 位で あ る。眼は 稍漣 く離れ た 1 個と 4 飼 の 群 と よ り
Fig．2
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成 り， 各眼 略 ， 同大 に して
， 側 頭器 孔 ｛Sch闇 en 〔〕rgang 　orler

「116in6c．varysehe 　Omgal 正e）は 隣接

　 　 　 　 　 　 ．”
　 　 　 　 　 ！
　 　 　 　 ／

　 　 〆

o 　　 　　 　　 　　
’A ＿

’
B

Fig．3

の 眼 と略 、 同大 。總 て の 背板 及胸板 は平滑で 刺毛粗生 ．總て の 背

板 の 後外角に齒欺突起が な く，第 1，

3 及 5 の 背板は 完全 に縁 取 られ ，
そ

の 他は 只 側縁 に の み 縁取が あ る。第

5慨 」  及 12 の 背板 は後縁 淺 く凹 入

し て ゐ る。顎 肢 ｛Fig，7）の 基節 には

刺 毛 少 く．前縁 の 齒は 左 右 各 ．2

〔2十 2｝，中央は深 く且 つ 丸 く凹入す る。耐棘は外方 の 齒 よ ｝）外方に

位置 し．そ の 基部は 少 しく膨れ ．それ よ り外方 に於 て 基節縁は急

に 斜 に 後退 す る。毒腺胞は 小 さ く橢圓形 をなし全 く脛節 の 内に あ

り 〔Fig ，亀 第 14 及 指 歩肢 の 腿氤 脛 節及蹤 節に は 群集す る小腺

孔 を有し．第 12− −15歩肢 の 基節腺孔 の 數ぽ 3．3．3
，
l／ 或は 2

，
2

，
2

，
2

で あ る。附節は 各歩肢と も黄褐色を呈 し．第 レ 13 歩肢で は 2分せ

す ，只最後 の 2 歩肢 の み が 2 節に 分れ て を る。歩肢の棘 の 排列は，

第 1 歩肢　
q
諾ll’、 

第 h 歩肢 一謂1鷙 1

ム

G

Fig．5

第 2 歩肢 孟｝：揚 ； 第 13 歩肢 ”
：
’
　？i「署｝髪ト；

第 15 歩絃 十鷺強唱一．各肢に側刺ミは な く，　　　　
Fig・4

　　　　　 副爪 を有 し．第 1壬 及 15 に は副剌 毛 が な い 。雌生殖肢上の

　　　　　 棘は 2十2 で細 く尖 つ て を り，そ の 爪は 2 裂 して をる ｛Fig．

　　　　　 壬〕。雄生 殖肢は無節 の 瘤歌 で 無．E，爾生殖肢間の 小板 竜無

　 　　　　 毛 で 後縁 少 し く灣入 して をる （Fig．5｝n

　　　　　　 蓐 地 ： 片濱（愛知縣 ）， 佐 久米〔靜岡縣）．

BMonotarsobius

　tahahUtvai 　VERH ．タ カ ヒ ト フ シ ム カ デ （新稱 1

＿丶1
・
chiv 　fth　@Natg’，，　 敷1．　（｝，　 Ht＿　2匸　P−　193，　193

體長 は12 川 m 位 のも のが 最も 多く、體色は 黄 ，箪眼は

な る離 れ た 1 個と ， 2 列 を威 して をる5 − 6 偶 の 群 とか ら 成りIFig、〔｝L 側頭器孔は隣 接せ

眼 よ り も 大き い ． 觸 角はル25 個の ・ j蘯 から成り ，2肝25・ 20 担2 等左右 不 手等 の も のが

り・ 各小 節 の形 につきて
命
名 者は”第 5 節 は 長さが幅 と 略． 等 しく，第 ユ 0 節 は長 さ が

の 聴倍 あり ，第 ／5 節 は 長 さ
が

幅の 2 倍 ” と記 し て 層るが1 掴 しは 必 す し も當 つてをらぬ

顎肢 基節 前縁（Fig ． 7 ｝ には 2 ＋eの齒があ り ．各 齒 は大きく て尖り ． 左

基 飾聞 の凹 み は 深 く弧欣を 成し ，副 棘は 外 方の 齒の外方に位 置 し ． 基

縁 は そ の 所に 於 て 少 しく 脹 れ 、そ れよ り 約 ぜ の 角度 を 域して後 退し

を る。顎肢 の毒 腺 胞は脛 節内に あ る が 又 鮒節 内 IC あ る こ と もあ り ，長

は 幅 の 2 倍 あ る。 總 て の 背 楓 噛 歇突起 を缺 ぎ 粗 毛を 生す．第14 及

15 歩肢 は 前 行 の歩
肢より甚 だ大 き く，第］ 2 − 15歩 肢 の基 節腺孔は圓く，その數

3，4− 5 ， 4 − 5 ， 3− 5 。♀の 生
殖

肢 価
g ． S） の棘 毛 はL）十Lt で ．太

大
き

く

長

形で篠り尖

亀
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46｛〕
高　桑　艮　奥

　 らす ・2 個づ ・ が 互 に橢 姶 つ て 居 O ， クト方P棘は 内方の もの よ り稍 妖 甑 そ の 爪は鈎

　 曲 し，色の 濃 い 丈夫な 1 尖端 とそ の 内方 に 色 の 淡

　 い 稍 謙 い 1 尖端 とが あ る e6 の 生殖肢は瘤駄無節

　で ．
’
數本 の 刺毛 を着け ， 中間の 小板 は無毛で あ る。

　嫐 唹 け る椛 の 分億 　豹 鍬 一
罨1÷ ・

　第 2 歩肢 　lllil．第 1：1歩肢 ．1：1鷺1：
：

憧
堅 鞘 ．畠1】

　 爪は主爪の 意 の 長 さ が あ り、副刺毛 は主 爪の t
，

　第 14 歩肢 一
譜、li．莞晶 「 ，第 1δ歩肢

1

乱
Oi

、
29−
？
・
、髦 

墜
，

　側棘は な く．副 爪は主爪の 量．副刺毛は缺 如 して を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．7
、　る・

　　　　　　　　　　　　　産地 ・

．豐原〔樺太），札幌 幌筵，新鹿 澤，東京。

　　　 　　　
eeve膏

備考 3 ； 横 線 の 上 は 歩 肢 の 上 側 ， 下は 下 側 に 於 け る 剌毛 の 數 を 示 し， 左

Fig　8

よ 蝋 節講 臨 前麟 ， 醐 ， 脛節の 鮖 を 現 は す の で あ る が ， Ptl 歩 肢 は 初

め の 2 節 に 鯱 轍 くを常け る か 峨 示 繃 し て あ る。

　　　　　　 Lit励 畑 ｛伽 伽 s ）pa・h脚 atus ・ ．　sp ．

　　　　　　　　　　ス ネ ブ 葦・イ シ ム カ デ 噺 稱）

體長 ・・−17mm ・頭轍 圓 く， 詒猷 ・ ・ シ 堆 なるが 駿 面と歩
肢 と は色淡 く黄褐 を呈す

。 觸 角は 2〔ト 21 小節か ら域 り中位の長 さ を

有し働 へ は郷 背板 の 後縁 に 逹す e 單蹴 ・＋ 5 で 2 列に 竝 び，側
頭器孔 は それ に 近接する單眼 よ りも小 さ い ｛Fig．9）o 顎肢基節前縁 の

齒は 2十 2，副棘は長 く外方 の 繭 よ りも外の 方に あ り，前縁は そ こ か

ら約 45
°

の 角度 をな し て 後退 して をる 〔Fig．7）。背板は罕滑，粗生散

在す る微毛 が あ る e 第 工 3，5 の 背板 は側縁及後縁 に 狹 い 縁取 が あ り，

第 8
，
　10．ユ4．15 の 背板 の 後縁は淺 く瑾に灣入 し．總て の 背板 tc後方 へ 突 出す る齒歌物は な い 。

歩肢鯲 け る棘は
・ 第 ・歩肢 一1：．1卜｝一〔Fig・1D｝・第 ・3 歩肢

。黒 、｝
・
、｝， 第 1捗 肢 認黔 ll籌．

第 1δ 歩肢 ．1：1：iセ饗「9−．基節腺孔は 圓形乃 至 楕圓形 で ．3．4、4，3 よ り 4，e，
，
6、6 （Flg ．11）。第

　　　　　　　1乃 至第 1−13 歩肢の 歩肢の 爪に は 副爪及

oO  

0Fig
．9

副刺毛 を有 し．第 14 及 ユ5 歩肢は前行 の

歩肢 よ り長大 ， 第 15歩肢の 爪の 副爪 は主

爪 の 略鰭 で 副刺 E一が ない （Fig．11 分鬪）。

第 15 歩肢 の 腿飭は異常 に 膨大 し
， 圓筒 歌

をな し縦溝等が ない 　（Fig．11〕。第 1ノ，至

第 13 歩肢 の 路節は明瞭 な或は微か な±n4

界線に依 つ て 2 つ tC區分せ られ て をる ｛Fig．10｝
． ♀ の 生

殖肢 の 韓は 3 ＋ 3 で ， 爪の 端は 1 の 鋭尖な突碍物と．それ

に 竝ん だ軟 い 鈍頭物と に 分 2L．内側 に it　1 個の 小齒歌物

1

r

／

〆
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N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

日本に 於 け る ヒ ト フ シ ム ヵ デ 屬 と イ シ ム ヵ デ屬 と の 2．3 種 に っ き て 461

o

を附け る こ と が あ る （Fig．ユ軌 ♂ の 生殖膜は 1 節か ら成 り數 本の 刺毛を つ け ， 爾肢闇の突

出物は牛球 形 で刺毛 を有せ ぬ 。

　産地 ： 東 京， 横濱，眞鶴，字 土 〔熊 本蜘 ， 野田 （長野縣），金 澤

〔石川嚠 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8

　備 考 4 ； 本 種 は 」iOnotarsobius　tricfflc‘‘剛 磆

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c

pachyskeles　AIVIx　（Z 《＞oL 　A 』 z
り
Bd ・72，　 H も

11
／1．，，p・304，、1927）に 酷 似 す る が，前方 歩 肢 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b 　／

附 節が微 か な が ら 2 分 す る に よ 吃 こ れ を ．砿

屬 と す る こ とは 不合 理 で あ り ，
L 屬 の 1 薪種 と　　　 　　　　

r
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！

す る を適當 と 思 ひ 茲 に 記 述す る。然 し こ の 2 種 　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
は 恐 ら く Syllonylτle11 で あ ら う と 思ふ 。　．　　　　 　　

B
　／

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、
’l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Fig．12
　　　　　　 圃　　　　　解
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k
Fig・1−5 」IDntfi−）tgobi ・

tas」purpuretLs　n ・sp ・　　　　　　　　 e
・
．

　　　　　 L 　全 形 背面 　 x15 　　2．頭 稍 　 x30 　 ．3．顎 肢右 宇 　　　 、

　　　　　 背 面　 x60 　　A 　蹲爪，　 B 　脛 節， 0 毒 腺 胞

　　　　　 4・雌 生 殖肢右 牛 腹 面　 xIX ）　　5．雄 生 殖節腹 面

　　　　　 x20   　A 　胸 板 ，
　 B 　生 殖肢 ，　 c　生 殖 肢 問 の 小 極 （後

　　　　　　　 胸板｝

Fig．6−S ユJonota・rsobiits 　ftekahaSUtt’
et
’
．　VERH ．

　　　　　 6．單 眼 群及 側頭 器 孔 　 x　10t）　　 7．　 顎肢基 節 の 前 縁 左 牛 腹 面 ・

　　　　　　× 攤 ）　 8．堆 生 殖 肢右 牛腹 面 　 x1 別

Fjg．9−12 ゐi伽 醒 闘 （P 覿 尹b蛋認 ）P駕 1魍 召ビ〃齲 fi．　 SP 、

　　　　　 9．單 限群 及 側 頭 器 孔 　 x100 　 10．

　　　　　 エユ．雄 体 後 端 腹 面 〔左 歩 肢 を除 く）　 A 　 第 15歩肢 節胸極，　 B

　　　　　 腿節 ，
E 　腿節 ，

　 F 　脛節 ，　 ｛｝　 生 殖 肢　 x30
，

　　　　　 生 殖肢 の 爪　 x300

診
　

ノ

ム

’ 炉 1 ＼

／　
’・＼

　

3

隻

Fig，　 ll

、

L「G

P ・　 副 棘　（Perodc ）皿 t）

第 1歩 肢 ， 左 よ り轉節 ， 前腿節 ， 腿節 ， 脛 節 ， 開節

　　　　　　　　　　　　 基臨 　 C　轉節，

　　　　　　 分 圖 は 終肢 端 の 爪 と 副 爪 の 廓大

　 x40D

前
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